
















             ジレンマ研究の問題点と課題詩1）





































































   的た関係のなかで，合理的に行動しており，かれらの行動の集積結果が各当該行為主体にとって望まし
   くたいものであるとき，そのような構造をもつ状況を社会的ジレンマという」（高坂健次「社会的ジレ
   ソマとは何か」原純輔・海野道郎編，『数理社会学の現在』1985年所収）．
註2）海野は，「今後の研究課題」として次の7点を挙げている．1）先行諸理論との関係の明確化，2）他の
   行為主体に対する期待の定式化，3）」SDにおける共有物（公共財）の分類，4）成員の不均質性の導入，
   5）供給点（provision point）の問題の検討，6）制御可能性と影響関係の観点からの変数の再検討，7）
   フィールド調査（原・海野編，前掲書）．
註3）Merton，R．K．（1936）、Theunanticipatedconsequencesofpurposivesocia1action，λmeガ。m
   Soc4oZogタ。αZ亙e〃e〃，1，894－904；Boudon，R．（1982）． 丁加σm肋彦emae∂Com8egmemce∫げSoc加Z
   λCガm．
註4）「社会的ジレンマの事例」原・海野編，前掲書所収．
                 高坂報告へのコメント
               ージレンマ研究のジレンマー
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